
　おはようございます。例会の挨拶

にしては初めての事です。

　今日は、職業奉仕委員会のクラブ

フォーラムで例会場、時間変更で盲

導犬施設富士ハーネスセンターの視

察です。

　私は盲導犬というと単に盲人の方が歩くのを助け導く

ような訓練された犬との認識しかありませんでしたが、

担当の矢岸さんから説明を聞いた時にはその必要性・重

要性又養成をしている施設の実態に驚きを感じました。

　犬を育て盲導犬として活躍して頂き又その後の犬の運

命や盲導犬になれなかった犬をどうするのか？施設の経

営はどうなのか？どんな犬でも盲導犬になれるのか？疑

問ばかりでした。説明を聞いて少し分かりかけて来まし

たが、今日は皆様と一緒にその疑問と社会的必要性と現

実を理解しようと思います。

　数時間の視察となりますが中身の濃い体験のチャンス

だと思います。

　ちなみに私が飼っていた犬は雑種であまり利口ではあ

りませんでしたが、とても可愛い犬でした

　１６年もの長生きをし老衰で亡くなりましたが私のエ

ンジンの音や散歩に行く時に近づく家内の足音も聞きわ

けていました。

　家族の一員として楽しく子どもの成長とともに大切な

存在でした。今でも優しいそのまなざしを思い出します。

笑顔で吠えながら私をなめまわしたあの頃の愛犬を思い

ながら今日は視察をしたいと思います。

●土屋巧君が社員
を連れて参加して

くれました。

●最近、ゴルフを
するたびに「ス

コアが悪い

のは目が見えない
からだ」、と目が

悪くなっ

た？せいにしてい
る野中さんが盲導

犬を一頭

予約した？という
噂が・・・。

●日本盲導犬総合センターができたわけ

盲導犬を希望している方約

７８００人に（平成１０年

　日本財団「盲導犬に関す

る調査」より）対して、日

本全国で活躍している盲導

犬は約１０００頭。日本盲

導犬協会は、盲導犬が足り

ない現状を変えるには、新

しいシステムが必要だと考

えました。



出産から引退後の生活まで、盲導犬が衛生的な場所で適

切なケアを受けながら愛情に包まれて過ごすことができ、

また、さらにより良い盲導犬育成システムを研究する今

までにない総合育成訓練センター、それが「日本盲導犬

総合センター」です。


